厚木市青少年育成活動推進者感謝状贈呈要綱
（目的）

第１条　この要綱は、青少年（市内在住の者をいう。以下同じ。）の健全育成を図るため、奉仕活動を積極的に推進している個人を表彰することにより、青少年健全育成活動の発展に資することを目的とする。
（感謝状の贈呈方法）
第２条　感謝状の贈呈は、厚木市青少年健全育成大会で行う。ただし、社会的状況等により厚木市青少年健全育成大会が開催されない場合においては、郵送等で行うことができるものとする。
（実施内容）
第３条　感謝状は、厚木市青少年問題協議会（以下「協議会」という。）の会長から個人に贈呈する。この場合において、記念品を添えることができるものとする。
（表彰対象者）
第４条　表彰対象者は、青少年の健全育成に熱意のある個人（毎年８月１日を基準日として３年以上に渡り青少年育成活動を推進している20歳以上の者に限る。）で次の各号のいずれかに該当する者とする。ただし、過去において本表彰を受けた者を除く。

　(1) 青少年団体又は育成団体の育成強化に尽力し、その業績が顕著な者

　(2) 勤労青少年の福祉増進に尽力し、その業績が顕著な者

　(3) 青少年の非行防止のための活動を積極的に行い、青少年の保護育成に尽力し、その業績が顕著な者

　(4) 社会環境浄化に尽力し、その業績が顕著な者

　(5) 前各号に掲げるもののほか、青少年の健全育成に尽力し、その業績が顕著な者
（表彰候補者）

第５条　表彰候補者は、青少年育成団体（別表に掲げる団体をいう。）の長から協議会の会長に推薦された者とする。
（表彰選考委員会及び表彰者の決定）
第６条　表彰に関する事項について公平かつ適正な選考を行うため、協議会に表彰選考委員会（以下「委員会」という。）を設置する。
　(1) 委員会の委員は５人以内とし、協議会において委員の互選により選出する。

　(2) 協議会の会長は、前条に規定する表彰候補者について、委員会の審議を経て表彰者を決定するものとする。

　　　附　則

　この要綱は、昭和54年12月27日から施行する。

　　　附　則

　この要綱は、平成12年６月１日から施行する。

　　　附　則

　この要綱は、平成20年４月１日から施行する。
　　　附　則

　この要綱は、令和元年８月１日から施行する。
附　則

　この要綱は、令和２年９月１日から施行する。
附　則

　この要綱は、令和５年４月１日から施行する。
　別表（第５条関係）
	
	団体名

	１
	青少年健全育成会連絡協議会

	２
	青少年指導員連絡協議会

	３
	青少年相談員連絡協議会

	４
	児童館運営連絡協議会

	５
	子ども会育成連絡協議会

	６
	市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会

	７
	民生委員児童委員協議会

	８
	保護司会

	９
	少年補導員連絡会

	10
	その他の青少年関係団体


